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日向市 上下水道局 下水道課

令和５年２月２７日

第１回
（本日）

第２回～第３回
5月～７月予定

第４回（最終回）
７月～10月予定

①　日向市の下水道の現状と
　　課題について

②　今後の方向性について

①　下水道事業変更計画素案
　　の説明

②　市民説明会の開催、及び
　　パブリックコメントの実施
　　について

③　その他

①　市民説明会等の結果報告

②　市への提言素案の確認
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普段は見えない下水道。
でも、見えないところで私たちの快適な生活を支えています。

下水道事業は、衛生的で
快適な生活環境の整備と、
河川や海の水質保全を目的
としておこなわれています。

①衛生環境の向上

③浸水対策

②水質保全

民　有　地 道　路　

公共汚水ます

公共下水道
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河川等の水質汚濁は、私たちの生活から出る汚れた水が主な原因です。
中でも台所から出る汚れが最も多くなっています。

生活排水の中の汚れの割合

　水を汚してしまうと、その水をきれいにする
ために多くの水が必要になります。
　これだけのものを流したら、魚が住める水質
にするのに、たくさんの水が必要になります。

トイレ

炊事

浄化センターで処理された汚水
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公共下水道

農業集落排水

浄化槽

凡　例

山陰
秋留

美々津
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日向市浄化センター

富高汚水中継ポンプ場

亀崎汚水中継ポンプ場

事業区域

日向市役所

細島汚水中継ポンプ場

全体計画　　　１３８１　　ｈａ
事業認可面積　８７５　　ｈａ
供用開始面積　８５６．６ｈａ

（整備率６２％）
R4.2月現在

現在事業中の地区については、

令和８年度までにの供用開始を
目指しています。
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全国平均　80.6％
 宮 崎 県　61.2％
 36位/47都道府県

人口に対して、公共下水道整備済の地域
に住んでいる人の割合になります。
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人口に対して、公共下水道整備済の地域
に住んでいる人の割合になります。
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 宮 崎 県　88.4％
27位 /47都道府県

全人口に対して、下水道や合併浄化槽
により適切な汚水処理を行える環境に
ある人口の割合になります。
（汲取り・単独浄化槽を除いた人口の
割合）
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日向市議会からの意見

令和４年３月第１回定例会　本会議において
産業建設水道常任委員会から付言

　「下水道事業会計について、本市の将来人口や財源
の推移、合併処理浄化槽の普及促進等を勘案しなが
ら、計画エリアの総合的な見直しに努めること。」

持続可能な下水道経営のためのソース

の今後の予測
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課題①

令和4年現在
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H29 H30 R元 Ｒ2 Ｒ3 Ｒ4（見込み） Ｒ5（見込み）

使用料収入推移（千円）

課題①

令和２年度はコロナ巣籠もりの影響
により増加しています。
経済活動が活性化すると再び減少が
加速すると予測されます。
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課題②
・昭和４８年　基本計画作成　（第２次ベビーブーム）
・昭和４９年　事業着手（４９年前）
・昭和６２年　一部供用開始（３６年前）
・令和３年度までの建設改良総投資額　約３７６億円
　
・施設老朽化（３６年経過）
　⇒　現環境を持続するための維持補修費及び更新費の増大。
・節水機器の普及
　⇒　排出汚水の高濃度化
・国の方針（令和８年度までの汚水処理施設概成）
　⇒　令和９年度以降、国庫補助金の配分減少を想定。
　　　　現在まで建設費の約３８％を国庫補助金に頼っています
　　　ので、事業費の財源確保が厳しくなります。
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■下水道汚水管路の年度別整備延長

課題②

３０年経過
約73ｋｍ

一般的に３０年を経過すると道路陥没等の事故が急増すると言われています。

約211km
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課題②

■下水道管きょ

管の腐食や鉄筋の露出が見られており、管きょの経年劣化
が進んでいる。

課題②

■日向市浄化センター（躯体）

　　ひび割れや故障等、施設の経年劣化が進んでおり、
更新や長寿命化工事が必要な箇所が見られる。

■日向市浄化センター（設備）
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下水道全体事業費　：約４９３億円(H27試算）

 (全体計画面積）　：１，３８１ｈａ
これまでの投資額　：約３７６億円
（供用開始面積）　：８５６．６ｈａ（R4.2現在）
残事業　　　　　　：約１１７億円

　面積ベースの進捗率　 ：62%
　事業費ベースの進捗率：76%
　全体完成予定年度　約７８年後
　　　　　　　　　　　　　　　　（年間1.5億円投資できた場合）　

課題③

※令和５年度に予算要求では、建設改良費約４億８千万円としているが、このうち未普及
対策（新規地区整備分）は１億４千７百万円であり、残りはほぼ老朽化対策の予算となっ
ています。

課題③
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160 企業債年度別推移（下水道事業）

償還元金 償還利子 借入額 未償還残高

償還額　単位： 未償還残高　単

平成１３年度
　残高１３６億円

令和４年度
　残高79億円

令和４年度
　借入額1.7億円
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多額の一般会計からの繰入金

年度 繰入金 基準内繰入金 基準外繰入金

令和４年度 ６５０，０００千円 決算時に算定予定

令和３年度 ６２０，０００千円 ３３０，３３６千円 ２８９，６６４千円

令和２年度 ６００，０００千円 ３３９，７２５千円 ２６０，２７５千円

令和元年度 ６００，０００千円 ３６０，９８７千円 ２３９，０１３千円

平成３０年度 ５９６，０００千円 ３５８，０２４千円 ２３７，９７６千円

　費用負担の公平性が保たれていない。
公共水域の水質保全という目的は確かにあるが、整備費
用と維持管理費を受益者が負担することが本来の姿。

課題③

※基準内繰入金　適切な使用料収入でまかなえない経費であり、雨水処理に要する経費
や公共水域の水質保全に資するための経費等、様々な基準により算定される経費
※基準外繰入金　基準内繰入金以外の経費

268,633
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240,042
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177,783

120,542
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キャッシュフロー（保有現金推移）（千円）

課題③

　資金ショートをおこさないためには、使用料収入の１年分を確保し
ておくことが望ましいとされております。

　本市下水道会計では、約４億５千万円が理想となりますが、資金
不足が想定される場合、一時借入により資金繰りを行っています。
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課題③

順位 団体名 使用料単価 直近の使用料改定
時期

① 日南市 158.1円 令和元年１０月

② 串間市 150.0円 平成１６年３月

③ 都城市 146.6円 平成２６年４月

④ 延岡市 144.4円 平成２４年４月

⑤ 小林市 134.2円 平成１２年９月

⑥ 西都市 134.1円 平成１４年９月

⑦ 宮崎市 133.0円 平成２４年１０月

⑧ 日向市 126.5円 昭和６２年１０月

※使用料単価：使用料収入÷年間有収水量であり、１ｍ3当りの使用料収入
　国からは、150円以上が望ましいとされている。

令和３年度実績
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※使用料改定については、別途審議会での審議が必要となりますので、本委員会では取り扱
いません。
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ご清聴ありがとう
　　　　ございました


